
主な原因

電化製品の電源が

入ったままだった

電気機器が水に濡れた電線、コード等が

傷ついていた

ブレーカーを

落とす

停電からの復旧後に出火する「通電火災」というものがあります。

これは対策ができますので、ぜひ実践してください。

通電前に損傷が

ないか確認する

水に濡れた電化

製品は使わない

整理整頓 家具の固定 感震・漏電ブ

レーカーの設置

スイッチを切る

プラグを抜く

問い合わせ

埼玉県央広域消防本部

予防課

048-597-2004

事前の備え


